
 

 

学生の皆さんの周りにはトラブルの要因がたくさんあります。もしトラブルに巻き込まれた

ときは，迷わず学部事務室，学生部学生支援課又は指導教員等へ相談しましょう。 
 

(1) 交通事故が発生した場合 

 ◆ 加害者となった 

① 速やかに警察署へ通報する 

② けが人が出た場合は早急に消防署に通報するとともに，被害者の救護に当たる 

③ 車を動かせる場合は安全な場所に移動し，危険防止に努める 

④ 大学（指導教員，学部事務室又は学生部学生支援課），守衛室（学内の場合）に連絡する 

⑤ 被害者及び家族に対し，誠意をもって対応する 

◆ 被害者となった 

① 大学（指導教員，学部事務室又は学生部学生支援課）に連絡する 

② 大学構内で発生した事故は守衛室へも連絡する 

③ 通学中の事故は，学研災等の保険の認定対象（学研災等に加入していることが条件）となる場合もあ

るので，学生部学生支援課に相談する 

◆ 交通事故を引き起こさないために 

① 飲酒運転は絶対にしない   ② 制限速度を守る。大学構内の制限速度は時速 20km 

③ 無免許運転をしない     ④ 眠気がするときは運転しない   ⑤ 交通ルールを守る 

⑥ 大学構内でも運転の際はシートベルト，ヘルメットを着用する（道路交通法の適用対象） 

 

(2) 痴漢・暴漢・盗撮被害に遭った場合 

① 直ちに警察に通報する 

② 大学構内であれば守衛室，指導教員，各学部事務室又は学生部学生支援課へ通報する 

③ 一人で悩まず友人や学生相談室，ハラスメント相談支援センター，保健管理センター等へ相談する 

◆ 痴漢・暴漢への対応策    ※「(11) 防犯対策」も参考にしてください。 

① 暗い場所，寂しい場所を通らない   ② 危険を感じたら大声を出して助けを呼ぶ 

③ 夜間の外出はなるべく控える     ④ 部屋の戸締まりはきちんとする 

 

(3) 飲酒の場でこんな症状が出たら救急車を要請 

① 急性アルコール中毒にかかった   ② 意識がない。ゆすっても，つねっても起きない 

③ 全身が冷えきっている       ④ 呼吸が変だ。ゆっくり途切れたり，浅くて早い 

⑤ 大量の血や食物を吐いている    ⑥ 失禁している 
 

※ 救急車を要請するとともに大学（指導教員，学部事務室又は学生支援課），家族に連絡してください。 

◆ お酒と上手な付き合い方 

① 未成年者の学生には飲ませない，強要しない   ② 未成年者の学生は飲まない 

③ イッキ飲みをしない，させない         ④ 無理強いをして飲ませない 

⑤ 泥酔状態になるまで飲まない          ⑥ 体調が悪いときは飲まない 

⑦ 翌朝の運転は控える 

 

(4) 大学構内で拾い物をした場合 

① 教室等施設内外で拾い物をした場合は，その施設を管理する事務室へ，共通教育棟及びその周辺で拾

い物をした場合は学生部学生支援課へ届けてください。 

② 学生部学生支援課では，拾得物は「拾得物受付簿」に掲載していますので，事務室内に備え付けてい

る受付簿をご確認ください。 

③ 所持品等を紛失した場合は，近くの学部事務室又は学生部学生支援課へ申し出てください。 

緊急時の対応策（学生関係） 
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(5) 盗難に遭った場合 

① 速やかに警察署へ通報する    ② 指導教員，学部事務室又は学生部学生支援課へ連絡する 

③ 大学構内であれば，守衛室にも連絡する 

◆ 盗難の防止 

① 体育実技等授業の際は，現金や貴重品を担当教員に預ける等の工夫をする 

② 課外活動中は，各団体で防止策を検討し実践する 

 

(6) 消費生活のトラブル防止（契約の基礎知識） 

① 契約とは 

契約とは「約束ごと」のことです。ただし，授業終わりに一緒に食事をする約束をして，一方がその約

束を破ったとしても相手にはほとんど損害を与えないので，このような約束ごとは契約ではありません。

契約とは，「一方が約束を破ることで他方に損害を与えた場合，常識で考えて保護に値する約束ごと」を

いいます。契約は口頭でも成立しますので，口約束しただけと安易に考えてはいけません。 

 

② 契約書とは 

契約書とは約束ごとを文章にしたものです。契約書を作るかどうかは「契約自由の原則」により約束し

た者同士がお互いに合意し，自由に決めることになっています。 

しかし，消費者に関わりの深い「訪問販売法」，「割賦販売法」，「貸金業規制法」等では，業者は契約書

を作成して消費者に交付することを義務付けている場合もあります。 

わざわざ契約書を作るのは，約束ごとを文章にして契約内容をはっきりさせることによってトラブル

を防止し，契約書を読むとどちらの言い分が正しいかが分かり，トラブルの解決に役立つからです。 

 

③ 署名捺印 

契約書には通常約束した者がお互いに署名します。署名があれば捺印は通常不要ですが，より信用度を

持たせるために捺印する場合があります。なお，記名（印字やゴム印，代筆）単体では法的効力は持ちま

せんので，本人が捺印することで法的効力を持ちます。 

 

④ 契約した者の責任 

契約した者は，お互いの約束を守る責任があります。ただし，約束ごとは正常な状態で取り決められた

ものでなければなりません。「だまされたり，おどされたり，弱みや無知」につけ込まれたりして取り決

められた契約については相手を保護する必要がないので，契約を解除したり，取り消したり，あるいは当

然無効となって契約の責任を果たす必要がありません。 

 

⑤ 保証人，連帯保証人の責任 

保証人も連帯保証人も，他の者の債務（借金）を保証することにおいては同じですが，保証の程度が違

います。保証人は債権者（貸した人）からの請求に対して「債務者（借りた人）に先に請求せよ」と言え

ますが，連帯保証人の場合は債務者と同じ責任がありますのでこのように言える権利がありません。 

 

⑥ クレジットカード 

クレジットとは「信用」という意味です。その信用をもとに商品を買ったり，サービスを受け，その代

金を分割払い等で返済するシステムです。クレジットは現金を扱う必要がなく便利なものですが，「借金」

と同じですから後で必ず返さなければなりません。 

 

⑧ 名義貸し 

知人や友人からクレジットを契約するのに「絶対に迷惑をかけないので名前だけを貸してほしい」と言

われ，安易に承諾したところ，しばらくして信販会社から代金支払請求が来たといった例が見られます。

これは「名義貸し」と呼ばれ，様々なトラブルの原因になります。 

名義貸しは，あなた自身が支払わなければなりませんので，名前を貸すのは絶対に止めましょう。 

 

 



 

(7) 仮想通貨（暗号資産）の儲け話への注意喚起 

県内の高校生，専修学校生及び大学生の間で仮想通貨（暗号資産）の儲け話が広まっています。 

投資に関する相談として，①お金を預けても預かり証や契約書の交付がない，②解約・返金を申し出ても

応じない，③契約相手の連絡先が不明等の相談があります。トラブルに発展すると，お金を取り戻すことは

極めて困難で，最終的には泣き寝入りするケースがほとんどです。 

一人ひとりが危機管理意識をしっかり持ち，被害者にも加害者にもならないように十分注意してくださ

い。なお，仮想通貨の儲け話や類似の情報がありましたら，沖縄県消費生活センター又は消費者ホットライ

ンへご連絡ください。 
 

＜次のキーワードに注意＞ 

・○○さんに預けたら儲かる   ・絶対儲かる       ・お金を（紹介者が）預かる 

・誰でも簡単にできる      ・手続きを代わりにやる 

◆ 沖縄県消費生活センター ・ 消費者ホットライン 

沖縄県消費者生活センター 相談窓口 TEL：098-863-9214 

消費者ホットライン 188（局番なし） 

 

(8) 振り込め詐欺被害防止対策 

携帯電話やインターネット利用料，パソコンサイト利用料等を名目に架空の使用料金を請求する内容のメ

ールが送りつけられ，現金をだまし取られる詐欺が多く発生しています。その大半は若者が被害となってい

ますので，被害に遭わないよう気をつけてください。 
 

＜被害に遭わないために＞ 

・身に覚えのない請求に関するメールは無視する 

・「返信しない」「電話しない」「振り込まない」等，相手に自分の情報を与えない 

・必ず誰か（家族や友人，警察の相談窓口等）に相談する 

・沖縄県警察の振り込め詐欺専用メール（furikome110@police.pref.okinawa.jp）へ転送する 

・何度も請求メールが来る場合は，フィルタリング機能により受信しない又はアドレスを変更する 

 

(9) 悪 徳 商 法 

若者をターゲットにした悪徳商法（キャッチセールス，アポイントメント商法，マルチ商法等）が後を絶

ちません。「楽しいことや新しいことが大好き」，「きれいになりたい」，「リッチになりたい」等，相手の心

理につけ込んだ「おいしい話」に気をつけましょう。 
 

① キャッチセールス 

街角でセールスマンが声をかけてくる商法（商材：エステティックサロンや化粧品販売等） 

タダより恐いものはありません。無料体験というものには要注意です。 
 

② アポイントメント商法 

電話や手紙等で「あなただけが選ばれた」等と消費者の自尊心を煽る商法（商材：資格や会員権等） 

「アンケート調査」という言葉に気をつけましょう。実は契約をさせられることもあります。 
 

③ マルチ商法 

商品を売るより，販売する会員を勧誘することに重点を置いている商法（商材：健康食品や寝具類等） 

知らぬ間に自分が加害者になるケースもありますので注意しましょう。 

 



 

(10) クーリング・オフ制度 

訪問販売等で契約してしまった場合，一定要件のもとであれば消費者が業者との間で締結した契約を一方

的に解除できる制度です。なお，一般の店舗販売や通信販売にはクーリング・オフ制度は適用されません。 
 

① クーリング・オフ期間 

ア．訪問販売（アポイントメント商法，キャッチセールス等） 8 日間 

イ．電話勧誘販売（資格商法等）  8 日間 

ウ．連鎖販売取引（マルチ商法） 20 日間 
 

② 訪問販売の場合のクーリング・オフできる要件 

ア．訪問販売法で指定された商品・サービス・権利であること 

イ．化粧品・健康食品等の消耗品は未使用分のみ 

ウ．代金の総額が 3,000 円以上であること 

※ 上記以外でもクーリング・オフできる場合があります。 
 

③ 法律によるクーリング・オフは書面で行います。 

書き方等については最寄りの消費生活センター等で教えてもらいましょう。 

 

(11) 防 犯 対 策 

① 通学路等における被害防止 

ア. 夜間の一人歩きはできる限り避け，外灯等の明るい道を選ぶ 

イ. 携帯電話やメールに夢中になって歩かない 

ウ. 夜間の通学やアルバイトの出勤等は，交通機関の利用若しくは家族や友人，知人等複数で行う 

エ. 単独通学等の場合は，防犯ブザー等の防犯グッズを携帯する 

オ. ひったくり防止のため，バッグ等は進行方向の反対に持ち，車道側を歩かない 
 

② アパートや住宅における被害防止 

ア. 5 つの「かける」運動を励行する 

・防犯について「気にかける」      ・いつでも「鍵をかける」 

・鍵かけチェックに「手間をかける」   ・防犯器具に「コストをかける」 

・外出の際は隣近所に「声をかける」 

イ. 洗濯物に注意する（一人暮らしと悟られないように，子供や男性用の衣類を干すなど） 

ウ. 建物の周囲に足場となるような物を置かない 
 

③ 不審者（車）への対処 

ア.「イカ」「の」「お」す「し」で対処する 

・甘い言葉に誘惑されて「イカ」ない       ・知らない人の車に「の」らない 

・緊急の場合は「お」おきな声で助けを求める   ・不審者について「し」らせる 
 

イ.「子ども 110 番の家」へ駆け込み，助けを求める（日頃から確認しておくこと） 

ウ. 不審者（車）を見かけたら，人相，特徴，車両番号を 110 番通報し，交番・警察署へ連絡する 

エ. つきまとい，声かけ事案等の不安な出来事は，交番・警察署，警察相談窓口（＃9110）に相談する 

 

(12) 薬物乱用に関する注意喚起 

近年，若年層を中心とした薬物乱用が大きな社会問題となっており，沖縄県でも未成年者による薬物事件

が続発していることから，本学も，昨今の若年層の薬物使用等について強い危機感を募らせています。 

薬物乱用は，次のような影響をもたらします。 
 

① 精神や身体に悪影響をおよぼす 

② 薬物乱用を自分の意思では止められなくなる 

③ 幻覚や妄想が現れ，重大犯罪を引き起こす場合がある 

④ 法律で厳しく禁止されており，厳罰を受ける 

⑤ 友人や家族関係の崩壊につながる 
 

今般の県内外における高校生や大学生による薬物事件等を他山の石として，くれぐれも違法な薬物に関わ

ることがないようご注意ください。なお，違法薬物等に関して何かしら相談・悩み事等がある場合には，指

導教員等又は保健管理センターにご相談ください。 



 

(13) 廃棄物の処理 
 

ゴミの持ち込みは犯罪です。本学ではカメラや警備員の監視の下，身分や理由を問わず警察

に通報しています。本学の学生であっても対応は変わりません。 

 

 

 

 

 

 

 

● 写真の投棄物の処理費用は 176 万円でした。この費用は，本来であれば教育・研究環

境を整備するための予算から支払っています。 
 

● 写真のようなケース以外にも，以下の行為は不法投棄と見なされます。 

・構内集積所に許可なく廃棄物を置く行為 

・構内ゴミ箱に家庭ゴミを捨てる等、ゴミを持ち込む行為 

 

●「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」により，罰則が科せられます（5 年以上の懲

役若しくは 1千万円以下の罰金）。 

不法投棄への荷担は，大学の環境整備を遅らせるだけでなく，あなたの学生生活に著

しい不利益をおよぼすことになりますので絶対にしないでください。 

本学に捨てられた不法投棄物の山 

冷蔵庫，洗濯機，扇風機，ソファー･･･。もういらないけど，捨て方もよくわからないし，お金

がかかりそうだ･･･。 

大学のゴミ置き場に持っていけば、誰かが処分してくれるはず。皆やっているだろうし･･･大

丈夫でしょ！ 

しまった!! ゴミ出しの日に寝坊しちゃった。仕方がない。大学まで持っていって捨てちゃおう。 



 

(14)「迷惑駐車」と「入構許可証の複製・不正譲渡」の防止 

 
 

◆ 学生による近隣施設（コンビニエンスストアのような店舗），私有地

（アパート・個人宅）及び路上への迷惑駐車を多数確認しています。 
 

＜主な発生状況＞ 

・ 友人との待ち合わせ 

・ 駐車した店舗と関係のない施設や友人宅へ移動・滞在 

・ 飲食前後の長時間放置 

・ 駐車していたことを忘れた など 

 

迷惑駐車は故意の有無にかかわらず，相手の「時間」や「（店舗にあ

っては）利益を得る機会」を奪う可能性がある行為です。 

学生自身の個人的なトラブルではありますが，近隣施設等へ実害がおよぶ行為を大学として見過ごすこ

とはできませんので，迷惑駐車は絶対に行わないでください。行為を確認したときは厳格に指導しま

す。 

なお，警察に通報された例や，指導教員や学部事務職員が同伴のうえで謝罪するまでは車両を移動させ

ない対応をとる店舗もありますことをご承知おきください。 
 

＜このような考え方はダメです!!＞ 

・ 少しの間（時間）だから･･･     ・ 他に空きスペースがあるから１台くらいは･･･ 

・ 近くに停めるところがないから仕方がない 

・ 友人も駐車したことがあると言っていた（他の人も停めている。自分だけではない） 

・ コンビニ利用者は駐車無料だから，長時間停めても文句は言われないだろう 

 

 

◆ 車両通学するためには，入構（駐車）許可証を取得する必要があり

ます（「構内交通対策」参照）。 
 

近年，発行された許可証を複製（カラーコピー）して，許可を得ら

れない学生へ譲渡する事例を確認しています。 

・ 休日に部活の集まりがあるので，先輩からコピーをもらった 

・ 友人が困っていたので自分のものをコピーして渡した 

 

複製すること，複製物を譲渡すること，複製物を受け取ることは不

正行為です。確認したときは厳格に指導します。 

 

 

  



(15) ハブに注意

構内でハブの咬傷被害が報告されています。 
ハブは夜行性で日中は穴などに隠れているとされていますが、

本学では、歩道や車道での目撃情報も多数報告されています！！ 

・枝かと思ったらハブだった。 ・木の上にハブがいた。

ハブの活発になる時期

５月から６月、９月から１１月はハブが活発になる時期です。 

また、ハブを含め沖縄に生息しているヘビは冬眠しません！ 

ハブが好きな場所

・日陰や湿気の多い場所

・小動物がいる環境（例：草むら、岩陰、水辺）

ハブを発見した場合の報告先 職員課職員係（098-895-8027） 

ハブは木にも

登ります。 

安全衛生マニュアル

琉球大学公式 HP「琉大の刊行物」 

https://www.u-ryukyu.ac.jp/aboutus/publications/ 







































禁煙サポート 始めています！ 
 
◆保健管理センターの禁煙サポートについて 
   ○ 禁煙に関心がある 
   ○ 禁煙治療について知りたい 
   ○ これまでチャレンジしたがうまくいかなかった・・・など 
  
    ●●● 保健管理センターがお手伝いします（サービス内容）●●● 
◆呼気中の一酸化炭素濃度測定 
◆予約制禁煙相談 
◆禁煙補助剤の提供 
  
（厚生労働省タバコ情報） 
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/tobacco
/index.html 

 
 

問合先（保健管理センター） Tel 098‐895‐8144 
hokekan@w3.u-ryukyu.ac.jp 

教職員はコチラ☞ Tel 098‐895‐8669 
sennurse@acs.u-ryukyu.ac.jp 

→新型コロナウイルス感染拡大防止のため
　当面中止

◆医療機関の紹介

禁煙に関心がある方大募集！！

問合せ先　琉球大学保健管理センター

内線　8144(ダイヤルイン)

hokekan@w3.u-ryukyu.ac.jp

※　琉球大学喫煙者へのアンケート集計結果（令和2年3月16日～3月18日実施）は、
　　保健管理センターに掲示しています。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/tobacco
mailto:hokekan@w3.u-ryukyu.ac.jp
mailto:sennurse@acs.u-ryukyu.ac.jp
mailto:hokekan@w3.u-ryukyu.ac.jp
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